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戸
河
内
地
区
と
達
谷
地

区
を
結
ぶ
町
道
髢
石
線
が

４
月
１
日
に
開
通
し
ま
し

た
。
髢
石
線
は
、
こ
れ
ま

で
道
幅
が
狭
く
こ
う
配
が

急
な
道
路
の
利
用
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
た
戸
河
内

地
区
住
民
の
安
全
な
通
行

ル
ー
ト
の
確
保
が
目
的
で

す
。
６
年
度
に
事
業
を
着

工
し
、　

年
度
に
は
戸
河

18

内
線
か
ら
日
向
線
ま
で
の

約
２
・
７
㌔
が
開
通
。
今

回
の
完
成
で
総
延
長
約
３

㌔
の
通
行
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
全
線
開
通

に
よ
り
戸
河
内
地
区
が
主

要
地
方
道
平
泉
厳
美
渓
線

ま
で
１
本
の
道
路
で
つ
な

が
り
、
交
通
の
安
全
確
保

と
利
便
性
の
向
上
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
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ま
す
。
こ
の
曲
が
作
ら
れ

た
の
は
４
年
ほ
ど
前
。
家

業
の
傍
ら
健
康
運
動
指
導

士
と
し
て
子
ど
も
や
高
齢

者
な
ど
幅
広
い
年
代
と
交

流
で
き
る
音
楽
を
考
え
て

い
た
時
、
季
節
外
れ
に
成

長
し
た
大
根
の
姿
に
感
動

し
て
こ
の
詩
を
思
い
つ
い

た
と
の
こ
と
。
吉
野
さ
ん

ら
が
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
た
知
人
か
ら
、

こ
の
曲
の
良
さ
が
同
局
に

伝
わ
り
採
用
が
決
ま
り
ま

し
た
。
吉
野
さ
ん
の
優
し

い
歌
声
と
と
も
に
心
温
ま

る
フ
レ
ー
ズ
が
胸
に
残
り

ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
お

聞
き
く
だ
さ
い
。
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▽
総
合
テ
レ
ビ
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分
〜　

分
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日
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〜　
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▽
教
育
テ
レ
ビ

　
　

月
〜
金
曜
８
時　

分
〜　

分

40

45

　
　
　
　
　

／　

時　

分
〜　

分

16

15

20

　

▽
ラ
ジ
オ
第
１
・
Ｆ
Ｍ

　
　

月
〜
金
曜　

時　

分
〜　

時

11

55
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�
こ
の
曲
は
「
小
さ
な
大
根
か
ら
自
分

　

へ
の
応
援
歌
」
と
語
る
吉
野
さ
ん
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平泉厳美渓線とつながった町道髢石線

　
　

年
度
の
県
消
防
表
彰
式
が
３
月

21

　

日
、
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ

17れ
、
本
部
長
の
阿
部
久
夫
さ
ん（　
11

区
、現
副
団
長
）が
消
防
功
労
者
と
し

て
消
防
庁
長
官
表
彰
（
永
年
勤
続
功

労
章
）を
受
章
し
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

阿
部
さ
ん
は
昭
和　

年
５
月
１
日

49

に
町
消
防
団
員
を
拝
命
以
来
、
平
成

　

年
分
団
長
、
同　

年
本
部
長
、
同

15

19

　

年
副
団
長
に
そ
れ
ぞ
れ
昇
格
。
現

22在
、
副
団
長
と
し
て
消
防
業
務
に
尽

力
。
そ
の
成
績
が
優
秀
で
あ
り
、
消

防
団
幹
部
と
し
て
他
の
模
範
で
あ
る

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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菓
子
職
人
で
健
康
運
動
指
導
士
の
吉
野
崇
さ
ん

（　

区
）
が
作
詞
作
曲
し
た
歌
「
大
根
コ
ン
」
が
、

11Ｎ
Ｈ
Ｋ
盛
岡
放
送
局
の「
い
わ
て
み
ん
な
の
う
た
」

に
採
用
さ
れ
、
４
月
か
ら
同
局
で
放
送
さ
れ
て
い

受賞を町長に報告する阿部さん（左）
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　中尊寺恒例の花まつりが４月11日、平泉
文化遺産センターで開かれました。
　花まつりは４月８日のお釈迦様の誕生日
を祝うもので、お釈迦様の生まれ変わりで
ある白い象に、甘茶をかけて祝う行事です。
　会場には、まつりを待ちわびていた親子
連れなど約100人が詰め掛けました。子ども
たちは中尊寺僧りょをはじめ、商工会青年
部員や２区青年団体の関山会会員などが企
画した劇やぬりえ、ロールケーキ作りをし
て元気に楽しく過ごしていました。
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　長島小学校の全校児童106人で組織する長島少
年消防クラブ（幹事長・澤藤耕平校長）の入団式
が４月22日、同校体育館で行われ、この春入学し
た１年生14人が新しく入団しました。
　「火災をなくす誓い」を全員で読み上げ、防火に
努めることを誓いました。
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　毎年恒例の桜給食会が４月16日、平泉小学校で
開かれました。本年度は室内での会食となりまし
が、入学したばかりの１年生も加わり、みんなで
おいしいお赤飯弁当をいただきました。高学年の
子どもたちは、低学年のお世話をしたり会話を盛
り上げたりと気を配る姿も見られました。
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　平泉駅前を起点として主な観光スポット
や悠久の湯平泉温泉などを周遊する巡回バ
ス「るんるん」が４月10日、運行を開始し
ました。
　車内では、日本語や英語の音声案内とと
もに、韓国語と中国語を加えた４カ国語と
一緒に町内のスポットが画像で紹介されて
います。１日に何度でも乗り降りできる便
利なフリー乗車券もありますので、いつも
とは違う視点から平泉を眺めてみてはどう
でしょうか。


